
2018年 1月より 日曜日 14:00～16:00

人の力では絶対に克服できない死。

しかし、死は、すべての人に襲ってきます。

快適な生活環境、豊富な食べ物、そして医療技術の進歩…
そのお陰で、私たちの平均寿命は延びました。

その【死】について、宗教はどのように語り、どのような
光を投げかけてくれるのか。

改めて死について学び、考えてみたいと思います。

突然襲ってくる死、じわじわと忍び寄ってくる死、死の形は
さまざまです。

【死】を想う ̶ memento mori ̶

1月21日  　死の彼方に何があるのか、虚無か命の輝きか？
　　　　 　‒‒キリスト教的死生観を問う‒‒
                                              森一弘（真生会館理事長）

1月28日  　日本人の宗教性と死生観
                                              島薗進（上智大学グリーフケア研究所所長）

 2月 4日  　死と向き合う人々との関わり  ‒‒病院で働く牧師として‒‒
                                              桑田実（聖路加国際大学チャプレン）

2月18日  　哲学Café  ‒‒死を考える‒‒
                                             今井祐里・田代伶奈（哲学対話ファシリテーター）

3月 4日  　永遠の命への輝き
                                             滝口佳津江（田園調布雙葉中学校・高等学校校長）

お名前:

ご住所:

TEL: 

FAXでお申し込みの際は、受講希望日に◯をつけてください。

一般財団法人 真生会館
〒160-0016 東京都新宿区信濃町 33-4
TEL 03-3351-7121
FAX 03-3358-9700
MAIL gakushu@catholic-shinseikaikan.or.jp

お問い合わせ・申し込みはこちら

2018年冬季日曜講座

shinsei
タイプライター
柴田実




